
　
大
阪
紙
製
品
工
業
会
（
黒
田
章

裕
会
長
）
は
、
３
月
24
日
午
後
３

時
か
ら
大
阪
文
健
会
館
で
、
期
末

役
員
会
を
開
催
し
た
。

　
黒
田
会
長
は
コ
ロ
ナ
後
の
未
来

像
を
示
す
大
阪
・
関
西
万
博
の
構

想
を
紹
介
し
、
そ
の
先
に
起
き
る

で
あ
ろ
う
社
会
の
大
き
な
変
化
を

捉
え
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
で
開
催
さ

て
い
る
家
具
見
本
市
が
日
本
で
も

開
催
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹

介
、
挨
拶
に
代
え
た
。

　
報
告
事
項
で
は
、
５
月
27
日
に

東
京
・
共
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催

の
「
全
紙
工
第
57
回
通
常
総
会
」、

８
月
３
、
４
日
に
マ
イ
ド
ー
ム
お

お
さ
か
で
開
催
予
定
の
「
文
紙
Ｍ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
２
０
２
１
」
で
は
万
全

な
感
染
対
策
を
講
じ
て
リ
ア
ル
と

Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開

催
、
６
月
29
日
に
三
重
県
桑
名
で

開
催
予
定
の
「
歩
こ
う
会
」
な
ど

が
上
が
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
４
月
19
日
に
奈
良

市
の
Ｊ
Ｗ
マ
リ
オ
ッ
ト
・
ホ
テ
ル

奈
良
で
開
催
す
る
「
定
時
総
会
」

の
審
議
事
項
な
ど
を
確
認
し
た
。

　
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
（
黒
田
英

邦
社
長
、
大
阪
市
）
は
、
サ
イ

ト
上
の
設
問
に
回
答
す
る
こ
と

で
「
手
書
き
力
」
の
タ
イ
プ
診
断

や
他
者
と
の
比
較
・
分
析
が
可

能
な
Ｗ
Ｅ
Ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
「
コ

ク
ヨ
式 

大
人
の
か
く
力
テ
ス
ト
」

（h
ttp

s://k
o

k
u

y
o

.jp
/

pr/k
ak

u
ry

ok
u

/

）
を
公
開

し
て
い
る
。  

　
手
書
き
に
よ
る
効
果
や
脳
へ
の

研
究
が
進
む
中
、
同
社
で
は
２
０

２
０
年
に
、
社
会
人
約
１
、
０
０

０
人
を
対
象
に
「
手
書
き
活
用
力

調
査
」
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果

を
も
と
に
、
今
回
の
「
コ
ク
ヨ
式 

大
人
の
か
く
力
テ
ス
ト
」
を
開
発

し
た
。

　「
コ
ク
ヨ
式 

大
人
の
か
く
力
テ

ス
ト
」
は
全
21
問
で
、
回
答
に
よ

り
社
会
人
約
１
、
０
０
０
人
と
比

較
し
た
「
か
く
力
」
の
総
合
レ

ベ
ル
の
分
析
、「
か
く
力
タ
イ
プ
」

の
診
断
、 

７
つ
の
指
標
に
基
づ
く

「
手
書
き
能
力
値
」
の
分
析
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

　「
手
書
き
活
用
力
調
査
」
で
は
、

日
常
的
に
ど
の
よ
う
に
手
書
き
を

し
て
い
る
か
を
調
査
、
そ
の
結

果
、 
手
書
き
は
仕
事
だ
け
で
な
く

生
活
や
人
生
に
ま
で
関
連
性
が
強

い
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
調
査
項
目

か
ら
次
の
よ
う
な
傾
向
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　「
ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
」

と
の
関
連
で
は
、「
か
く
力
」
レ

ベ
ル
が
高
い
人
は
仕
事
に
熱
心

で
、自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
感
じ
、

仕
事
に
の
め
り
こ
ん
で
い
る
人
が

多
い
。 

　「
人
生
満
足
度
」
と
の
相
関
で

は
、「
か
く
力
」
レ
ベ
ル
が
高
い

人
は
自
分
の
人
生
に
満
足
し
て
い

る
人
が
多
く
、
も
う
一
度
人
生
を

や
り
直
せ
る
と
し
て
も
、
ま
た
同

じ
道
を
た
ど
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
が
多
い
。

　「
仕
事
の
能
力
（
コ
ン
ピ
テ
ン

ス
）」
と
の
関
連
で
は
、「
か
く
力
」

レ
ベ
ル
が
高
い
人
は
情
報
発
信

力
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
力
、
文

章
力
、
ア
イ
デ
ア
思
考
力
等
様
々

な
仕
事
の
能
力
に
お
い
て
も
高
い

傾
向
が
見
ら
れ
る
。 

　
株
式
会
社
サ
サ
ガ
ワ
（
笹
川
敦

司
社
長
、
大
阪
市
）
が
２
月
に
発

売
し
た
、
気
持
ち
伝
わ
る
お
助
け

文
具「
ほ
め
上
手
な
ほ
め
こ
さ
ん
」

シ
リ
ー
ズ
が
、
３
月
16
日
放
送
の

テ
レ
ビ
東
京 

Ｗ
Ｂ
Ｓ
「
ト
レ
ン

ド
た
ま
ご
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介

さ
れ
た
。

　
番
組
の
取
材
を
受
け
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
部
・
岡
本
哲
部
長
は
、

商
品
化
の
経
緯
に
つ
い
て
、「
賞

状
な
ど
形
式
的
に
ほ
め
る
の
で
は

な
く
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
褒
め
る
の

が
狙
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ト
レ
ス

が
強
く
な
っ
た
り
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
意
見
を
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た
り
し
て
い
る
。
褒
め
る
こ
と
を

し
て
あ
げ
れ
ば
、
み
ん
な
が
ハ
ッ

ピ
ー
に
な
る
の
で
は
と
思
っ
た
の

が
商
品
化
の
き
っ
か
け
」と
話
し
、

「
今
後
も
商
品
を
通
し
て
手
が
き

で
気
持
ち
を
伝
え
る
大
切
さ
を
広

め
て
い
き
た
い
」
と
手
書
き
の
魅

力
発
信
に
意
欲
を
示
し
た
。

　
Ｔ
Ｖ
ス
タ
ジ
オ
で
商
品
を
試
し

た
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
、「
褒
め
ら

れ
る
の
は
子
供
だ
け
で
な
く
大
人

で
あ
っ
て
も
嬉
し
い
」
と
、
褒
め

ら
れ
る
パ
ワ
ー
を
実
感
し
た
、
と

感
想
を
述
べ
て
い
た
。

　
シ
リ
ー
ズ
第
１
弾
は
、
試
し
書

き
用
メ
モ
付
き
の
「
封
筒
付
き

カ
ー
ド
」、
内
容
を
隠
せ
る
「
２

つ
折
り
ふ
せ
ん
」、
ほ
め
言
葉
や

感
謝
の
言
葉
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

「
メ
ッ
セ
ー
ジ
シ
ー
ル
」、
ほ
め
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
思
い
な
が
ら
記
録
す

る
「
ほ
め
手
帳
」
な
ど
で
展
開
し

て
い
る
。

　
ま
た
、「
ほ
め
上
手
な
ほ
め
こ

さ
ん
」
専
用
サ
イ
ト
で
は
、
製
品

情
報
、
ほ
め
ガ
イ
ド
、
文
例
集
な

ど
を
掲
載
し
て
い
る
。

取
材
を
受
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

部
の
岡
本
哲
部
長

　
シ
ョ
ウ
ワ
ノ
ー
ト
株
式
会
社

（
中
条
宏
志
社
長
、
東
京
都
）
が
、

２
０
２
０
年
１
月
１
日
～
12
月
31

日
ま
で
実
施
し
た
「
第
47
回
ベ
ル

マ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
表
彰

校
が
決
定
し
、
全
国
１
位
に
は
昨

年
に
続
き
、
沖
縄
県
の
那
覇
市
立

小
禄
小
学
校
が
８
７
８
７
点
を
集

め
て
輝
い
た
。

　
全
国
連
覇
の
学
校
は
１
９
９
４

年
、
１
９
９
５
年
の
仁
田
小
（
長

崎
市
）
以
来
で
、
ほ
ぼ
四
半
世
紀

ぶ
り
。

　
小
禄
小
は
、
ベ
ル
マ
ー
ク
財
団

が
任
命
し
た
ベ
ル
マ
ー
ク
大
使
の

真
栄
平
京
子
さ
ん
が
活
動
の
拠
点

に
し
て
い
る
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍

で
表
彰
式
が
開
催
で
き
な
か
っ
た

が
、
真
栄
平
さ
ん
は
「
い
つ
か
ま

た
１
位
に
な
る
」
と
意
欲
を
失
わ

ず
、
ま
さ
に
「
有
言
実
行
」
で
連

覇
を
達
成
し
た
。

　
小
学
校
以
外
の
部
で
は
、
６
３

６
０
点
を
集
め
た
新
潟
県
の
新
潟

市
立
新
津
第
二
中
学
校
が
全
国
１

位
に
輝
い
た
。
全
国
１
位
に
輝
い

た
学
校
と
、
３
０
０
０
点
以
上
を

集
め
て
全
国
８
ブ
ロ
ッ
ク
で
３
位

以
内
に
入
っ
た
小
学
校
に
は
、
表

彰
状
と
記
念
品
と
し
て
百
科
事
典

や
学
習
帳
な
ど
、
ま
た
４
位
以
下

で
も
３
０
０
０
点
以
上
を
集
め
た

小
学
校
に
は
感
謝
状
と
学
習
帳
を

贈
っ
た
。

　
各
プ
ロ
ッ
ク
の
上
位
校
は
次
の

通
り
。

　
全
国
＝
那
覇
市
立
小
禄
小
学
校

（
沖
縄
県
）

　
北
海
道
・
東
北
＝
①
宮
城
教
育

大
学
付
属
小
学
校
（
宮
城
県
）
７

５
５
８
点
②
③
該
当
な
し

　
関
東
＝
①
船
橋
市
立
坪
井
小
学

校
（
千
葉
県
）
６
０
２
３
点
②
習

志
野
市
立
谷
津
小
学
校（
千
葉
県
）

４
６
０
０
点
③
市
原
市
立
ち
は
ら

台
桜
小
学
校
（
千
葉
県
）
３
７
４

１
点

　
東
京
＝
①
台
東
区
立
松
葉
小
学

校
６
８
４
５
点
②
江
東
区
立
浅
間

竪
川
小
学
校
３
８
５
４
点
③
世
田

谷
市
立
用
賀
小
学
校
３
０
２
３
点

　
北
陸
・
甲
信
越
＝
①
高
岡
市
立

福
岡
小
学
校
（
富
山
県
）
６
０
５

３
点
②
魚
津
市
立
清
流
小
学
校

（
富
山
県
）
４
７
５
７
点
③
氷
見

市
立
西
の
杜
学
園
（
富
山
県
）
４

３
６
９
点

　
東
海
＝
①
尾
張
旭
市
立
本
地
原

小
学
校
（
愛
知
県
）
４
０
６
２
点

②
岩
出
市
立
根
来
小
学
校
（
和
歌

山
県
）
３
１
６
９
点
③
該
当
な
し

　
近
畿
＝
該
当
な
し

　
中
国
・
四
国
＝
①
倉
敷
市
立
児

島
小
学
校
（
岡
山
県
）
５
７
６
３

点
②
浅
口
市
立
鴨
方
東
小
学
校

（
岡
山
県
）
５
３
６
８
点
③
里
庄

町
立
里
庄
東
小
学
校
（
岡
山
県
）

３
４
２
４
点

　
九
州
・
沖
縄
＝
①
久
留
米
市
立

南
小
学
校
（
福
岡
県
）
４
２
９
６

点
②
福
岡
市
立
美
和
台
小
学
校

（
福
岡
県
）
４
１
０
０
点
③
北
中

城
村
立
北
中
城
小
学
校（
沖
縄
県
）

３
１
７
９
点

　
全
国
小
学
校
以
外
＝
新
潟
市
立

新
津
第
二
中
学
校
（
新
潟
県
）
６

３
６
０
点

　
株
式
会
社
マ
ル
ア
イ
（
村
松
道

哉
社
長
、山
梨
県
西
八
代
郡
）
は
、

介
護
・
福
祉
・
医
療
関
連
の
事
業

所
や
施
設
な
ど
を
対
象
に
、
介
護

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
も
人

気
の
あ
る
大
き
な
ぬ
り
え
「
Ｎ
ｕ

Ｒ
Ｉ
Ｅ
（
ヌ
ー
リ
エ
）」
を
先
着

申
込
み
５
０
０
組
に
贈
呈
す
る
。

　
２
０
１
４
年
よ
り
好
評
発
売
し

て
い
る
、
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し

め
る
大
き
な
ぬ
り
え
「
Ｎ
ｕ
Ｒ
Ｉ

Ｅ
」
シ
リ
ー
ズ
。
シ
リ
ー
ズ
の
楽

し
さ
を
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
よ

う
と
、
商
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
と

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
、
今
年
１
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、

販
売
し
な
く
な
っ
た
旧
商
品
を
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
商
材
と
し
て

も
活
用
さ
れ
て
い
る
介
護
・
福
祉
・

医
療
関
連
の
事
業
所
や
施
設
な
ど

　
株
式
会
社
マ
ー
ク
ス
（
髙
城
和

彦
社
長
、
東
京
都
）
が
昨
年
２
月

に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
マ
ー
ク
ス
の

シ
ス
テ
ム
手
帳
」
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
は
、
開
始
か
ら
１
年

で
13
万
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
達
成
し

た
。

　
シ
ス
テ
ム
手
帳
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
は
、
好
み
の
テ
ン
プ

レ
ー
ト（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
も
ら
い
、
家
庭
用
プ
リ
ン

タ
ー
を
使
っ
て
「
マ
ー
ク
ス
の
シ

ス
テ
ム
手
帳
」
の
リ
フ
ィ
ル
や
用

紙
に
印
刷
が
で
き
る
無
料
の
サ
ー

ビ
ス
。

　
同
社
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
、
今
ま
で
以
上
に
自
宅
で
過
ご

す
時
間
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
を
更

に
強
化
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
開

始
時
は
Ａ
５
サ
イ
ズ
の
み
の
展
開

だ
っ
た
が
、
ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
に

応
え
て
、
Ｈ
Ｂ
×
Ｗ
Ａ
５
サ
イ
ズ

も
追
加
。
Ａ
５
サ
イ
ズ 

22
種
類
、

Ｈ
Ｂ
×
Ｗ
Ａ
５
サ
イ
ズ 

16
種
類

の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
揃
え
て
い

る
。

　
人
気
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
上
位

は
、
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
１
０
０
、
３

年
カ
レ
ン
ダ
ー
、
Ｉ
Ｄ
＆
パ
ス

ワ
ー
ド
。
体
調
管
理
へ
の
意
識
高

ま
り
を
背
景
に
今
年
に
入
っ
て

か
ら
、「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
が
増
え
て
い

る
と
い
う
。

に
贈
呈
す
る
。

　
同
社
が
主
催
し
て
い
る
ぬ
り
え

の
コ
ン
テ
ス
ト
「
Ｎ
ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｅ 

大
賞
」
で
は
、
シ
ニ
ア
や
介
護
・

福
祉
施
設
か
ら
も
多
数
応
募
が
あ

る
。

　
経
済
団
体
ら
で
構
成
す
る
日
本

健
康
会
議
が
認
定
し
て
い
る
健
康

経
営
優
良
法
人
２
０
２
１
に
、
既

報
の
よ
う
に
大
規
模
部
門
で
コ
ク

ヨ
ら
が
認
定
さ
れ
た
が
、
同
時
に

発
表
さ
れ
た
中
小
規
模
法
人
部
門

で
８
社
１
団
体
を
認
定
し
、
こ
の

う
ち
上
位
法
人
に
冠
を
付
加
し
た

「
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
」
に
オ
カ
モ

ト
ヤ
（
東
京
）、
岡
村
文
具
（
高

知
市
）
が
認
定
さ
れ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
オ
ビ
サ
ン
（
山
形

市
）、
小
林
紙
商
事
（
水
戸
市
）、

オ
フ
ィ
ス
コ
ム
（
東
京
都
）、
名

古
屋
文
具
紙
製
品
健
康
保
険
組
合

（
名
古
屋
市
）、
小
林
事
務
機
（
東

近
江
市
）、
コ
ク
ヨ
山
陽
四
国
販

売
（
岡
山
市
）、
ク
ラ
ブ
ン
（
倉

敷
市
）
ら
。

　
雑
貨
店
を
運
営
す
る
ブ
ル
ー
ブ

ル
ー
エ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
（
神

山
邦
雄
社
長
、
東
京
都
）
は
、
昭

和
の
懐
か
し
い
文
房
具
ブ
ラ
ン
ド

を
ラ
ン
チ
グ
ッ
ズ
に
デ
ザ
イ
ン
し

た
「
レ
ト
ロ
文
具
ラ
ン
チ
シ
リ
ー

ズ
」（
写
真
）
を
オ
ン
ラ
イ
ン
ス

ト
ア
と
、
リ
ア
ル
店
舗
「
Ｂ
ｌ
ｅ

ｕ
　
Ｂ
ｌ
ｅ
ｕ
ｅ
（
ブ
ル
ー
ブ

ル
ー
エ
）」
の
各
店
で
発
売
し
て

い
る
。

介
護
分
野
で
人
気
の
Ｎ
u
Ｒ
Ｉ
Ｅ

「
手
書
き
力
」を
診
断

Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
テ
ス
ト
公
開

コ ク ヨ

サ
サ
ガ
ワ

ほ
め
こ
さ
ん
シ
リ
ー
ズ

Ｔ
Ｖ
東
京
・
ト
レ
た
ま
で
紹
介

全国１位は沖縄県

小禄小が連覇達成
ショウワノート

ベルマークキャンペーン

大
紙
工
が
期
末

役
員
会
を
開
催

大
き
な
ぬ
り
え
を

福
祉
関
係
に
贈
呈

○
…
マ
ル
ア
イ

１
年
で
13
万
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
達
成

○
…
マ
ー
ク
ス

レ
ト
ロ
文
具
ラ

ン
チ
シ
リ
ー
ズ

ブ
ル
ー
ブ
ル
ー
エ
Ｊ

上
位
法
人
に

オ
カ
モ
ト
ヤ
ら

健
康
経
営
優
良
法
人

Ｗ
ｅ
ｂ
で
公
開
中
の
コ
ク
ヨ
式
大

人
の
か
く
力
テ
ス
ト


